
　山本常朝の『業隠』の口述は、宝永七（1710）

年に常朝の隠居所があった金立町黒土原で

始まり、享保元（1716）年に常朝終焉の地とな

った大小隈で終わりました。黒土原には「大乗妙典一千部」石

塔と「常朝先生垂訓碑」が残っていて、周辺一帯は「葉隠発祥

の地」として佐賀市史跡に指定されています。

一口メモ

　山本常朝が口述した『葉隠』といえば、戦国の気風を色濃

く残す武骨な「武士道の書」として有名ですが、中にはほほ

えましいエピソードも出てきます。

　佐賀藩初代藩主鍋島勝茂公の時代のこととして「聞書第七」

に、小姓（※１）がやった釣りのいたずらの話が書かれています。

「大胆なわらべ」として評判が高かった小姓の中野数馬で

すが、かなりの腕白少年でした。

　ある時、勝茂公が数馬に腰を揉ませていました。そのう

ちに勝茂公がウトウトと寝入ってしまうと、数馬は部屋を

抜け出し、納戸方（※２）で御用だといって糸と針を受け取り

ます。数馬は針を曲げて釣針をつくり、糸を結んでお庭の

池で魚釣りを始めました。そのうち、大きなフナが掛かり

ましたが、フナが跳ねた弾みで糸が外れて、部屋の中に飛

び込み、勝茂公の顔にフナが当たりました。驚いて勝茂公

が目を覚ますと、部屋の中で大きなフナが跳ね回っています。

　勝茂公は「さてはあやつの仕業」と数馬を呼ぶが返事が

ありません。「どこに隠れたか」と庭に下りると、数馬は縁

の下から「ワン」と一声鳴いて逃げていきました。

　後に家老となる中野数馬が、年少のころから相当に胆が

太かったという逸話です。この舞台は佐賀城内であったと

思われます。どの御殿であったのかは分かりませんが、ひ

ょっとすると創建期の本丸御殿が舞台となったのかも知

れません。

　また、この逸話は、諸藩の遊びの釣りに関する記録とし

ては、最も古いものの一つだということです。

▲常朝先生垂訓碑

（※１）藩主の身辺で雑用を勤める役

（※２）藩主の衣服や調度類を取り扱う役

弘学館中学校・高等学校

金立養護学校入口

　　　　　 じょうちょう　　　　　　　　　　 はがくれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつしげ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ききがき

　　　こしょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かずま

　　　　　　　　　 なんど

　　　　 だいしょうくま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいじょうみょうてん

　　　　　　　　　　　　　　　すいくん

※この情報は、「市報さが 平成17年8月15日号」に掲載されたものに、平成22年3月に加筆修正を加えたものです。

「葉隠」に出てくる魚釣りのいたずら
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